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１． まえがき 
SDGs においては、持続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダとして、具体的な 17のゴールが掲げられている。この

中で、7 番、9 番、11 番を念頭に、金沢工業大学では、白

山麓キャンパス（石川県白山市）にて、熱電連携 DC マイ

クログリッド実証実験システムを構築し、3 つの目標に向

かって、社会実装の観点から、産学連携にて研究開発を進

めている。本シンポジウムでは、その概要を説明する。 

2 実証実験の概要 
（1）SDGs との関係 
本実証実験は、熱と電気で、地元の再生可能エネルギー

を、地元の需要家に供給する。すなわち、地元の資源を活

用して、自分達で使うエネルギーは自分で作ることにより、

「エネルギーをみんなに」、そして、再生可能エネルギー

により、脱炭素を実現して「クリーンに」エネルギーを供

給する（7 番）。 
また、実証実験は、地元企業との産学連携をベースに実

施しており、地域の「産業と技術革新の基盤をつくる」

（9 番）、さらに、地産地消を実現し、「住み続けられる

まちづくり」（11 番）の実現を目指している。 
（2）実証実験システム 

実証実験システムの概要を図 1 に、機能モデルを図 2 に

示す。創エネリソースは、太陽光発電、風力発電、バイオ

マスシステム、自転車発電である。バイオマスシステムは、

地元の間伐材をベースにした木材チップやペレットが燃料

である。森林組合など地域産業の循環型モデルの構築も目

標としている。需要家は、教職員宿舎である。熱は温水配

管により、電気は DC360V により供給している。 
DC 給電により、DC の特徴を最大限活用した実装として

いる。すなわち、交直変換不要による変換ロス低減、回転

機不存在による高い安定性維持能力に起因する再生可能エ

ネルギー導入量の拡大と、エネルギーレジリエンス（停電

しにくさ）の向上、また、周波数がなく電圧だけが主要制

御変数であるため、地産地消に適した自律分散型制御機能

の実装などである。また、図 3 に示すように、農業などの

異分野との連携も図っている 

3．まとめ 
金沢工業大学では、SDGsを支えるエネルギー技術として、

熱電連携 DC マイクログリッド実証実験を実施している。

今後も、産学連携による社会実装をベースに、SDGs の目

標に向かって邁進する予定である。 
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図 1：実証実験システムの概要 

 
図 2：実証実験システムの機能モデル 

システム構成 

 

 
図 3：農業などの異分野との連携 
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